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シリコン化合物被毒試験

D3PT（触媒のみ）

D3NCS26C（前処理材）+D3PT（触媒）

D3NCS40C（前処理材）+D3PT（触媒）

シリコン化合物による被毒特性と前処理材適⽤の⼀例

D3PT（SV:30,000/h）

D3NCS26C（SV:30,000/h）
D3PT（SV:30,000/h）

D3NCS40C（SV:30,000/h）
D3PT（SV:30,000/h）

シリコン化合物による被毒条件
ジメチルシリコーンオイル5％含有トルエン溶液噴霧
（触媒⼊⼝温度:350℃, トルエン:300ppm, ジメチルシリコーン︓0.45ppm, Air balance）

シリコンやリン化合物による触媒被毒に対し、触媒の前段へ前処理材を設置することによって被毒の影響を抑え、
触媒の寿命を延ばすことができます。また弊社では触媒⾃体へ前処理材をオーバーコートすることによって耐シリ
コ－ン被毒特性を向上させた商品も扱っております。詳しくは弊社へお問い合わせください。

無断転載禁止

触媒の評価条件、作製条件、使⽤環境等によりデータは変化するため目安としてのデータです。


